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た ゆ ま ぬ 努 力 で 　 心 の 歴 史 を 築 く

東
京
都
　武
蔵
野
市
支
部
　定
時
総
会

愛
媛
県
本
部
　結
成
35
周
年
記
念
大
会

ま
ち
の
宝
は「
親
切
さ
ん
」

一
万
回
の「
あ
り
が
と
う
」

と　

き
：
平
成
29
年
６
月
15
日（
木
）14
時
～
16
時

と
こ
ろ
：
多
摩
信
用
金
庫
吉
祥
寺
支
店 

４
階
ホ
ー
ル

と　

き
：
平
成
29
年
６
月
８
日（
木
）10
時
～
11
時
55
分

と
こ
ろ
：
伊
予
銀
行
本
店　
４
階
ホ
ー
ル

　

東
京
都
で
唯
一
の
組
織
で
あ
る

武
蔵
野
市
支
部
は
、
創
立
30
周
年

を
迎
え
た
。

　

定
時
総
会
で
は
30
周
年
を
記
念
し
て
車
椅
子
15
台
、

書
籍
「
涙
が
と
ま
ら
な
い
す
て
き
な
物
語
」
１
０
０

冊
が
寄
贈
さ
れ
た
他
、「
小
さ
な
親
切
」
実
行
章
が
個

人
11
名
、
団
体
３
団
体
に
贈
ら
れ
た
。
同
支
部
の
実

行
章
贈
呈
の
良
さ
は
、
推
薦
者
も
参
加
し
て
受
章
者

の
親
切
を
た
た
え
る
こ
と
。
加
え
て
、
鈴
木
弘
昭
代

表
と
邑む
ら

上か
み

守も
り

正ま
さ

市
長
と
共
に
一
人
ず
つ
記
念
撮
影
も

行
わ
れ
、
笑
顔
が
会
場
を
包
む
。

　

総
会
終
了
後
の
懇
親
会
で
は
、
吟
詠
吟
舞
錦
凰
流

三
代
目
に
よ
る
祝
舞
が
披
露
さ
れ
た
。

　

会
員
さ
ん
が
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
。「
昔
、
祖
父

に
も
ら
っ
た
手
紙
に
茅
誠
司
氏
の
こ
と
が
書
か
れ
て

　

愛
媛
県
本
部
の
35
周
年
記
念

大
会
は
、
来
賓
に
原
昌ま
さ

史の
ぶ

副
知
事
、

井
上
正
教
育
長
、
中
央
本
部
か
ら

は
、
広
島
県
本
部
代
表
も
務
め
る
森
本
弘
道
理
事
を

迎
え
、
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

式
典
で
は
、
実
行
章
贈
呈
の
ほ
か
、
35
周
年
記
念

「小さな親切」運動は、今年54年目。
この年月を共に歩んだ道府県本部、市町村支部も30年、35年、40年と大きな節目を迎えました。

それぞれの地域色溢れる活動に焦点を絞り、ご紹介します。

い
た
。
大
学
の
友

人
だ
っ
た
と
思
う
。

主
人
の
転
勤
で
各

地
を
回
り
、
そ
こ

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
行
っ
た
。
武
蔵

野
に
き
て
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
し
て
い

た
と
こ
ろ
、
茅
氏

が
は
じ
め
ら
れ
た
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
か
ら
実
行

章
を
い
た
だ
い
た
。
い
た
だ
く
ば
か
り
で
な
く
、
今

度
は
会
員
に
な
っ
た
の
」。

　

地
域
の
親
切
さ
ん
を
発
見
し
、
感
謝
を
伝
え
る
実

行
章
。
武
蔵
野
の
ま
ち
に
親
切
の
輪
が
広
が
っ
て
い

る
こ
と
を
実
感
し
た
。

事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
者

の
表
彰
と
、
作
文
朗
読
が
行
わ
れ
た
。
緊
張
気
味
の

入
賞
者
も
い
た
が
、
大
会
開
始
前
や
休
憩
時
間
な
ど

の
わ
ず
か
な
時
間
に
、
森
田
浩こ
う

治じ

県
代
表
や
役
員
が
、

入
賞
者
の
席
へ
駆
け
寄
り
、
声
を
か
け
て
い
る
温
か

な
姿
が
印
象
的
だ
っ
た
。

実行章受章者と記念撮影する鈴木支部代表（左）と邑上守正市長（右）森田浩治 愛媛県本部代表（中央）／森本弘道 中央本部理事（右）
亀井保徳 愛媛県本部事務局長　（左）

鈴木弘昭支部代表より実行章を贈呈

30
周年

35
周年
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た ゆ ま ぬ 努 力 で 　 心 の 歴 史 を 築 く

広
島
県
本
部
　第
40
回
総
会

県
下
七
支
部
と
共
に

と　

き
：
平
成
29
年
６
月
22
日（
木
）14
時
～
15
時
45
分

と
こ
ろ
：
も
み
じ
銀
行
本
店　
10
階
ホ
ー
ル

東京都　武蔵野市支部
愛媛県本部
広島県本部

　

広
島
県
本
部
は
40
周
年
を
迎

え
、
総
会
と
記
念
講
演
を
開
催

し
た
。
森
本
弘
道
県
代
表
は
、
あ

い
さ
つ
の
中
で
、
愛
媛
県
本
部
の
35
周
年
記
念
式
典

に
出
席
し
、
森
田
県
代
表
の
ご
紹
介
で
前
述
の
書
籍

「
あ
り
が
と
う
の
奇
跡
」
を
読
ん
だ
こ
と
を
話
さ
れ
、

そ
の
中
か
ら
感
銘
を
受
け
た
言
葉
を
紹
介
。
そ
し
て
、

原
爆
の
被
害
に
あ
い
な
が
ら
も
生
還
し
た
、
父
親
の

座
右
の
銘
が
「
謙
譲
と
感
謝
」
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

ご
自
身
も
周
囲
に
感
謝
し

て
生
き
る
こ
と
を
大
切
に

し
て
き
た
と
話
し
、
感
謝

す
る
心
を
運
動
を
通
し
て

次
世
代
に
伝
え
て
い
き
た

い
と
語
っ
た
。

　

今
回
の
総
会
で
は
、
広
島
県
本
部
ら
し
い
他
県
と

の
交
流
が
生
ま
れ
た
。
記
念
講
演
の
講
師
を
務
め
た

の
は
、
香
川
県
本
部
副
代
表
兼
中
央
本
部
の
特
任

推
進
委
員
を
務
め
る
岡
内
利
文
さ
ん
。「『
小
さ
な
親

切
』
運
動
と
実
践
活
動
」
と
題
し
、
小
学
校
長
時
代

に
、「
小
さ
な
親
切
」
運
動
に
出
会
い
本
当
に
良
か
っ

た
」
と
語
り
、実
践
協
力
校
と
し
て
活
動
す
る
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
は
成
長
し
、
ひ
い
て
は
教
員
が
、
学
校

が
、
保
護
者
が
、
地
域
が
心
を
一
つ
に
し
た
実
体
験
は
、

聴
く
者
に
「
小
さ
な
親
切
」
運
動
の
持
つ
力
を
伝
え
た
。

　

広
島
県
本
部
で
は
40
周
年
を
機
に
、
県
下
の
７
支

部
を
す
べ
て
ま
わ
り
、
各
支
部
が
抱
え
る
問
題
や
要

望
に
つ
い
て
じ
っ
く
り
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
て
い
く
と
い
う
。
次
の

10
年
に
向
け
て
新
た
な
ス
タ
ー
ト
が
切
ら
れ
た
。

　

愛
媛
県
本
部
は
、
独
自
の
活
動
で
環
境
美
化
や

青
少
年
の
心
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
中
で
も
、

「
小
さ
な
親
切
」
実
行
章
に
は
特
に
力
を
入
れ
、
県
代

表
が
受
章
者
の
も
と
へ
直
接
出
向
く
表
彰
ス
タ
イ
ル

を
と
っ
て
い
る
。
森
田
県
代
表
は
、
実
行
章
贈
呈
の

た
め
小
中
学
校
を
訪
れ
た
際
、
子
ど
も
た
ち
に
、「
一

年
に
一
万
回
『
あ
り
が
と
う
』
を
言
お
う
。
そ
う
す

れ
ば
幸
せ
が
訪
れ
る
」
と
話
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

「
あ
り
が
と
う
の
奇
跡
」（
小
林
正せ
い

観か
ん

著
・
ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
社
刊
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
言
葉
で
、“
あ
り
が

と
う
＝
人
生
の
あ
ら
ゆ

る
こ
と
へ
の
感
謝
”
で

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に

感
謝
す
る
気
持
ち
を
持

つ
こ
と
で
温
か
な
人
間

関
係
を
つ
く
り
、
幸
せ
な
人
生
を
送
っ
て
ほ
し
い
と

い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

　

実
行
章
と
と
も
に
贈
ら
れ
る
、
森
田
県
代
表
の
温

か
な
言
葉
。
き
っ
と
こ
れ
か
ら
も
、
親
切
を
実
行
す

る
子
ど
も
が
た
く
さ
ん
出
現
す
る
に
ち
が
い
な
い
。

原副知事より作文コンクールの表彰

香川県本部　岡内利文副代表（左）／広島県本部　森本弘道代表（右）

教育と「小さな親切」運動
について講演

40
周年


